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図を出して図 2 の足元に手を伸ばす動作 (a) と助手席に手を伸
ばす動作 (b)の内 1種類を約 30秒間行ってもらい，これを 1試
行とする．この試行を 10回繰り返した．













足元 データ数 助手席 データ数
正解率 0.91 107/118 0.85 102/120
適合率 0.88 57/65 0.88 50/58
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